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の
基
本
的
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に
お
レ
て
、
現
代
政
治
史
の
分
析
に
関
す
る
驚
一
教
授
の
方
法
論
的
問
證
起
s

i

Q
で
あ
る
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I

、
二
八
頁
以
下

)

そ
れ
は
、
現
代
政
治
史
の
分
析
の

「
キ
イ
概
念

」

と
し
て
、

「

決
定
作
成

」

と

「

相
五
作
相

」

を
内
容
と
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こ
^

M

」

で

バ

ょ

^

と
4

る
も
の
で
あ
っ
た
。
財
政
現
象
と
政
治
現
象
の
性

f

麓

を
無
祝
し
て
、
単
純
な
類
比
を
行
ぅ
こ
と
が
許
さ
れ
な 

^

で
あ
^

'

力

f

 
ノ
刀I

タ
イ
ナ
'、、
ッ
ク
に
ま
た
立
体
的
に
す
る」

た
め
の
方
法
論
的
問
題
提
起
と
し
て
、
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
に
と
つ
て
も
重
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丨

卜

•才
ウ
工
ン
と
ウ
イ

一
、
オ
ウ
ヱ
ン
の
思
想
形
成 

ニ
、「

新
社
会
観」

に
お
け
る
性
格
形
成
原
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⑴

性
格
形
成
原
理
の
迤
本
性
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⑵

環
境
論
に
ょ
る
社
会
批
判

.

a
.経

済

批

判

b
、
法
律
•
刑
罰
批
判 

C
、
宗

教

批

判

d
、
国
家
観 

⑶

.利
己
心
：
M
m
的
利
潤
追
求
批
判 

⑷

.教
育
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に
関
す
る
考
察」

⑶

「

一
一
ユ
ー
•
.ラ
ナー

ク
f3
:民
へ
の
講
演」

(

以
上
五
八
巻
二
号)

四
、「

ラ

ナ

ー

ク

州

へ

の

報

告
.,
-
に

お

け

る

協

同

社

会

主

義 

o

S-
本

構

想
■

(2
ブ

ル

ジ
3
ア
的
性
格 

⑶
ゴドウィン的性格a

コ
ド
ウ
イ
ン
のrl

I
ト
ウ
ピ
ア

.
b、
オ
ウ
ヱ
ン
の
ユ
ー
ト
ウ
ピ
ア
と
の
共
通
性 

C
、
両

者

の

相

遠

と

影

響

関

係

.

.

(

以
上
本
号)

ニ1
(
1

三
八
五)



四

「

ラ
ナ
ー
ク
州
へ
の
報
告

」

に
お
け
る
協
同
社
会
主
義 

⑴

基

本

構

II

.
会

的

恐

慌

の

原

因

と

救

霞

に

つ

い

て

、

オ

ゥ

i

i

f

貝

含

、

「

工
場
労
働
貧
民
救
済
賣 

会
へ
の

I

」
(
一

ノ
ー 

七
年)
裹

出

し

た

こ

こ

に

お

い

.て
彼
は
、
蕩

の

.原
因
を
機
械
の
導
入
に
ょ
る
労
働
力
の
蜃

f

と

し

、
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な
く
労
働
者

i

す
る
手
段
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の
た

i

i

協
同
村 

I

し
て
あ
の
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回
目
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才

r

ン
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r

F

i

で

の

醫

お

い

て

、
人

び

と

の

藥

|
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I

f

た
ら
す
全
宗
教
を

■

し
、
協
同
化
の
利
益
を
数
え
、

1

村
の
統
治
制
度
を
示
し
、
こ
の
村
が
唐
さ
れ
る
こ
と
を

I

す
る
。
こ

一
 

I

f

も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
実
験
で
は
あ
る
が
、
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義
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l

l

f

l
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る

こ
う
し
て
彼
は
、
こ
の
年
を
機
に
、

ー
囊
家
か
ら
社
会
主
義
者
へ
と
転
身
し
た
。

 

丨

1

八
一
九
年
に
は
、
再
び
恐
慌
が
證
し
て
何
万
も
の
人
が
失
業
し
、
小
売
商
人
が
麓
し
た
、が
、

ひ
と
り
ニ

ュ
丨

•
ラ

ナ

丨
ク
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，
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も
U

も
窮
乏
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存
在
し
な
か
っ
た
。
オ
ゥ
エ
ン
は
、
ラ
ナ

|
ク
州
の
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集
含
お
い
て
そ
れ
に
つ
い
て
の
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こ
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に

つ
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の
効
果
的
な
救
済
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を
示
す
ょ
う
に
州
当
局
に
求
め
ら
れ
て
書
い
た

の
が
、

「

ラ
T
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刊
へ
の

J

」
(

て

が

1

、
現
実

I

策

と

い

う

内
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昼

I

、
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變

屢

1

濃

を
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み

、
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れ
を
全
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l

、

こ
の

I

に
つ
い
て
賛
否
の
決
定

I

の
I

 
っ

U

発
，-
ハ
を
な
す
、は

力
り

で
な
く
資
本
主
義
の
根
本
批
判
か
ら
、
社
会
主
義
、
共
産
主
義
の
主
張
に
向
か
っ

.た
も
の
と
し
て
、

画
期
的
な
意
_

を 

有
す
る
の
で
あ
る
。

「

新
社
会
観

」

か

ら

「

ラ
ナ
ー
ク

州
へ
の
報
告

」

と
い
う

オ
ゥ
エ
ン
の
思
想
の
推
移
は
、
単
に
資
本
家
か
ら

社
会
主
義
者
へ
、

ま
た
は
ブ
ル
ジ
ョ 

ア
•

ィ
テ
オ

t
l

ギ
ー
か
ら

プ
ロ
レ
タ
リ
ア

•

ィ
デ
オ
！1

ギ
ー
ベ
と

い
う
.変
化
と
み
な
す
べ
き
で
な

く
、

後
者
を
前
者
の
発
展
と

し
て
と
ら
え
る
ベ 

き
で
あ
る
こ
と
を
、
す
で
に
述
べ
た
。
そ
し
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
立
場
の
露
骨
な

「

新
祀
ム
P

の
中
に
、
過
渡
的
恐
慌
以
後
に

協
同
社
会
主
義 

と
し
て
開
花
す
べ
き
萌

I

存
在
す
る
こ
と
も
、
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
オ
ゥ
エ
ン
の
思
想
の
成
熟
を

一
為

「

ラ
ナ 

丨
ク

州
へ
の
報
告

」

は
ど
.
の
よ
う

な
性
格
を
も
っ
て
い
る

の
か
？
.，

以
下
に
こ
れ
を

'

よ
う

。
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ラ
ナ
ー
ク
州
へ
の
報
告

」

.

の
^

本
構
想
は
、
そ
の
文
脈
に
従
え
ば
、
次
の
よ
う
に

k

る
。

目
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f
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働
諸
階
級
の
性
格
改
善〖

無
知
•
悲
惨

.

費
用
節
減
、
m

場
創
出 

—雇
用
を
与
え
困
窮
救
済

原

因

「

生
産
力
増
大
、
制
度
の
不
備

自
由
競
争
、
商
業
原
理
、
分
業 

人
為
的
価
値
標
準

生
産
過
剰 

S

失

業

1

現
在
の
困
窮
の
原
因
に

.
つ
い
て
，

生
産
力
の
急
速
な
増
大

(

機
械
の
採
用

)

I

生
産
過
剰

•
失
業 

こ
れ
は
制
度
の
欠
陥
に
よ
る
。

改
善
手
段

「

教
育
•
国
家
の
介
入 

自
然
的
価
値
標
準
の
採
用 

鍬

耕

作
 

S

協
同
社
会
の
建
設

窮

「

本
報
告
者
は
、
.労
働
諸
階
級
の
た
め
の
有
益
な
仕
事
の

欠
乏
、
お
ょ
び
そ
の
結
果
と
し
て
の
公
共
の
困
窮
は
、

新
し
い
生

産

力

の

急

速

な

増
 

大
に
よ
る

も
の
で
あ
り
対
会
が
そ
れ
の
有
益
な
使
用
の
た
め
に
適
切
な
諸

.制
度
.を
つ

く
る
こ
と
を

怠
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
、

結
論
し
た
い

(

3

}

気
持
を
も
っ
た
。

」

P
バ

I

才

勺
エ

ン

と

ウ
ィ

ァ
ム

ゴ

K
ウ
A

V
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ニ
三
？j (

一
三
八
七)
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制
度
の
欠
陥
に
つ
い
て
 

ニ

四

0

三
八
八)

薦

度

の

1

=

新
資
本
増
加
分
の
配
分
様
式
の

1

〃
■

手
段
の
不
f

人
H

I

 

こ
の
欠
陥
は
、
貨
幣
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。

 

.

て
の
仕
事
の
不
足
は
、

I

不
足
、
あ
る
い
は
現
在
存
在
す
る
そ
れ
を
大
い
に

I

せ
I

段
の
不
足
か
ら
発
主 

一

丨

/

"

く
 

5

本
の
こ
の
異
常

I

加
分
を
社
会
全
体
に

I

す
る
I

に
お
け
る
き
欠
陥
か
ら
、
あ

る

い

の

こ

、

は
、
生
讓
手
段
と
同
じ
広
さ
の
交
換
諸
手
段
の
不
足
か
ら
、
生
ず
る

も

の

で

あ

(

¥

一
 

6

1

1

 

Uえ 

3

価
値
標
準
の
変
革
に
つ
い
て

交
m

y

y

r

i
」

®

l

、
I

I

採
f

 

I

f

 る
。

為

財

I

f

霉

I

墓

得

、
そ
I

換
I

の
労
|

霄

)

又

人
メ

"

L f
i

準

•
発

I
■
^
激

人

辟

の

性

格

に

勤

勉

と

能

力

を

与

え

た

が

、
人
間
を
愚
か
な
個
人
的
利
己
主
義
者
と
し
、
仲
間
こ 

I

さ

,J

許

擎

I

を
：呼
び
起
し
、
曹

的

生

産

へ

と

か

り

た

て

、
知
恵
を
奪
ぅ
。

低
賃
金
と
市
場
I

体
化
。

I
 

i

的
佃

I

推
：
•：
：
人
間
労
働
、
肉
体
的
精
神
的
人
間
能
力
。

こ
-れ
に
ょ
っ
て
、
人
間
労
働
は
そ
の
自
然
的
内
在
的
価
直
を
獲
得

、

^
 

I I
確
定
し
、
労
働
者
が
残
忍
な
人
為
的
賃
金
制
度
の
奴
隸
と
さ
れ
な
く
な
る
。
有
益
な
国
内
市
場
を
開
発
：
他

罵

と

の

有

利

：

p

l

p

l

i

l

l

 

I

ス
ベ

イ
ド

.

4

鍋

に

.つ
い
て

つ
I

で

^

数
ヵ
生
産
と
攻
諌
を
合
わ
せ
る
よ
ぅ
に
す
る
た
め
に
、
梨
に
.か
え
て
鍬
で
耕
す
こ
と
が
勧
告
さ
れ
る
。
そ
の

1

|:
|
1は
、

鍬
に
よ
る
耕
作
は
、
土
壤
を
よ
く
砕
き
、
深
く
掘
り

.泥
し
、
適
度
に
水
分
を
供
給
す
る
の
に
対
し
て
、
犁
は
土
を
ほ
ぐ
さ
な
い
で
固
め
、
 

単
な
る
表
而
的
な
道
具
で
あ
る
。
 

^

ミ
は
ニ
頭
の
馬
と
ー
人
の
人
間
に
よ
っ
て
多
く
の
灶
辦
を
し
、

エ
ー
ヵ
ー
当
り
の
耕
作
費
は
安
い
け
れ
ど
も
、
鍬
に
よ
る
耕
作
は
作
物
の 

佃
倘

を
地
し
、
増
大
し
た
耕
作
费
を
帳
消
し
に
し
て
あ
ま
り
あ
る
。

鍬
剌
竹
を
•■
■
'
tる
た
め
に
は
予
侦
的
変
華
と
し
て
人
間
の
性
質
に
つ
い
て
の
知
識
を
体
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
時
農
業
は
、
分
業 

の
弊
喪
を
脱
し
て
楽
し
い
仕
事
と
な
る
。

躍
刺
竹
—一

i

M
用
不
M

、
人
|:
|

過
剩
。
.

鍬
耕
作
-—

恒
久
か
つ
有
益
な
屈
用
。

5

新
し
い
組
織
に
つ
い
て

工
業
を
付
属
し
た
農
村

。

•

平
行
四
辺
形
、
共
同
生
活
。

肉
体
労
働
と
精
神
労
働
の
結
合
。

私
的
利
益
と
公
共
の
利
益
の
完
全
な
一
致
。

教
育
。

，

(

1)

拙
恶

「

オ
ウ
エ
ン

」

、
一
九
六
五
年
、
九
〇

|

九
一
ぺ
I

ジ
。

(

2)
「

一八 

一
二
年
か
ら
ニ
ー 

年
に
か
け
て
、
オ
ウ
エ
ン
は
、そ
の
精
神
的
能
力
の
絶
頂
に
あ
っ
た
。
そ
れ
以
後
の
四
〇
年
問
、
す
な
わ
ち
一
八
ニ
ー 

年
よ
り
一 

八
五
八
年
の
彼
の
死
に
；f

ま
で
の
、彼Q

露

は

、彼
の
見
解
の
反
f

宣
伝
と
で
t

かー

そ
れ
に
、
彼
は
す
で
に一

九
i

Q

 
ニ 

0
年
代
に
到
達
し
て 

い
た—

も
し
く
は
、
そ
の
見
解
を
実
施
せ
ん
と
す
る
試
み
で
あ
'っ
た」

。y
i

が

多

A
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才
ウ
エ
ン
と
ウ
ィ
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•
ゴ
ド
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ニ

五
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ニ1

五
べ
丨
ジ
。 

ニ

六

(

ー
三
九
〇)

_ 讀
；
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、” 

ト
.
ォ
ゥ
 

i
i

Ev
e
r
y
m
p
n
^
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L
i
b
r
a
r
y
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1927, 
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vii. 

善

o
擎
 

Writings 

by 

R
.

o
w
, 

in 

ミ
ラ

^—
プ

^

報
告
^
は
、
オ
ゥ
エ
ン
s

会
学
説
の
群
を
抜
い
て
最
曳
の
ま
た
最
も
包
爾
な
解

说

で

の
I

I

ま
た
.彼
の
計
画
を
、
失
業
救
済
の
た
め
の
、単
な
る
方
策
と
し
て
で

收r

て

y

p
、

，

て
彼
は
初
め
て
十
分
に
彼 

そ
れ
は
、
形
の
上
で
は
ラ
ナ
丨
ク
州
の
上
区
に
よ
つ
て
壬
m

l

…

り

て

f
る
へ
き
I

秩
序
の
碧
と
し
て
詳
述
し
て
い
る
。
 

薄
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
t

オ

ゥ

エ

ン

は

、

彼

会

そ

の

委

員

会

は

疑

い

も

な

く

湯

窮

乏

赛

の

方
法
を

し
て
で
あ
る
。
そ
の
過
渡
的
性
格
を
示
す
章
句
が
こ
の
報
告
書
の
中
こ
あ
h

、

J

報
I

の
4
て
I

て
明
快
に
述
べ
ら
れ
た
学
説
に
お 

H-

ン
へ
の
変
化
を
示
し
て
い
る
ご

Q
-
p
w
. 

Cole, Robert 

0
1
^
9
2
5
,

 

p
.
16^

 

-
 

r的

厂

V

れ
は
改
I

オ
ゥ
エ
ン
か
ら
社
会
主
義
先
駆
者
オ
ゥ 

)
owen, 

i
^
G
as'the .cow 
善
 

of 
Lanarh, 

of 

p 

艺
§ 
fs. rdieviyia 

mlhh-r 

K

ij

p
e
r
m
t

iint. 

I

f

f
 

I

f

 

I
, 

to 

the 

i
 

. 

i
h
c

 

n

 

I
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I

 

f

,

cr
g

f
 

character, 

I
 

i

f

 

 ̂

their 

c
m
s
i
o
r
.

 
d
i
m
i
n
i
s
h

 

th 

S

I

、

§
 
琴

,
p
舊

m
e
n
t
s

 

w
h
i
c
h

 

wi}l 

essentiaUy 

I
r
Q
V

ニheir
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I
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I
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p. 

3. 

I

 

I

f

I

I
 

f

 a

 Lilrary, 1949.- 

r ょ 

'て

ノ

ぃ

り

の

で

、
、
一

 

'
r

一
 .

H
i

木
^

1

 

 ̂

f

 

I
。、
f

 

I

 

o

f
 

!

f

 

by 

(

A
 

l
_
, 

p. 

4
.

邦
訳
六
九
ぺ
丨
ジ
。

.

て
"
る

の

て

一

八

.
ニ

 

f

版
の
原
著
か
ら
訳
し
た
私
の
引
用
訳
文
と
は
い
く
分
異
る
。

⑵

ブ
.ル
ジ
ョ
ア
的
性
洛

以
上
の
ょ
ぅ
な
着
を
も
つ

「

ラ
I

州
へ
の
報
告

」

に
は
、

一
面
I

会
観」

養

と

し
て
の

ブ
レ
、、ン
ョ

I

こ
の
U

突

こ

の

I

f

 

i

ら

窘

言

。
す
な

1

.

1

1

は
、
塞

一

i

u

1

そ
し
し
^

侧
r

階
級
の
性
格
改
善
、
彼
ら
の
状
態
の
改
良
。

2

生
産
と
消
費
の
諸
費
用
節
減
、
生
産
と
同
じ
広
さ
の
市
場
創
出
。

3
 

.贫
し
い
労
働
諸
階
級
に
恒
久
的
、
生
産
的
仕
事
を
与
え
、
公
共
の
困
窮
を
救
済
し
、
不
満
を
除
去
す
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
三
つ
は
、
ラ
ナ
ー
ク
州
上
区
の
有
カ
者
委
員
会
の
求
め
に
答
え
た
と
い
う
執
筆
の
箏
情
に
も
よ
る
が
、

オ
ウ

二
ン
は
こ
の

目S

 

に
何
ら
疑
問
を
抱
く
こ
と
な
く
、
资
本

.

.の
た
め
の
優
秀
労
働
力
の
育
成
、
資
本
の
た
め
の
合
理
化
、
市
場
拡
大
、
資
本
の
た
め
の
雇
用
拡
大
、
資 

本
の
た
め
の
労
働
者
の
不
満
除
去
を
求
め
た
の
で

k

w

。

次
に
彼
は
、
産
業
本
命
期
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
絶
対
的
證
化
と
い
う
事
実
を

直
視
し
、

生
産
と
消
費
の
不
調
和
を
馬
そ
の
原
因
を
生 

産
力
と

諸
制
度
の
矛
盾
と
見
た
点
に
お
い
て
鋭
い
も
の
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
資
本
主
義
の

分
析
、

批
判
の
方
法
に
お
い
て
は
、

ブ
ル

ジ
ョ
ァ
的
^
 

流
経
済
学
の
限
界
の
中
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
恐
慌
を
過
少
消
費
説
的
観
点

.か
ら
と
ら
え
て
、
有
効
需
要
不
足

=

貨
幣
の
不
足
と

考 

え
る
皮
相
な
見
解
を
矛
し
た
そ
こ
で
は
問
題
の
根
源
を
資
本
の
本
質
に
お
い
て
見
る
の
で
は
な
く
、
貨
幣
と

資
本
と

を
混
同
し
て
、
資
本
で
太 

な
く
貨
幣

V

人
為
的
佃
値
標i

r

 

•
金
銀)

を
否

定

し

矛
盾
の
根
源
を
貨
幣
に
極
限
す
る
と
共
に
、
生
産
過
程
の
問
題
を
流
通

'1
^

ー
般
に
/{

大

〕 

て
、
貨
幣
の
技
術
的
変
革
に
よ
っ
て
問
題
を
解
決
し
う
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
彼
は
、
労
働
と
资
本
の
間
の
交
換
に
つ
い
て

.は
、「

労
働
諸
階
級
が
、

野
蛮
あ
る
い
は
文
明
の
い
ず
れ
か
の
社
会
に
よ
っ
て
、

か
つ 

て
実
施
さ
れ
た
い
か
な
る
奴

I

よ
り
も
、
そ
の
驚
に
お
い
て
は
る
か
に
残

f

賃
金
と
V

人
為
的
制
度
の
義
と
さ
れ

%
)
」

と
述
べ
な
が 

ら
、
労
資
の
敵
対
関
係
の
認
識
が
な
か

っ

た

。

従
っ
て
価
値
の
内
在
的
尺
度
と

外
在
的

尺
度
を
混
同
し
た
街

然
的
価

値
標
準
に

よ

る

高

賃

金

の

主
 

張
は
、
労
資
間
の
実
質
的
な
等
価
交
換
や
、
全
労
働
収
益
権
を
主
張
す
る
も
の
で
は
な
く
、

利
潤
を
攻
擊
す
る
も
の
で
は
な
く
、

「

人
間
労
■
文 

か
く
て
そ
の
息
的
あ
る
い
は
内
在
的
価
値
を
獲
得

'す
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
価
値
は
科
学
、
S

歩
す
る
に
つ
れ
て
増
大
す
る
で

1

53」

と
い 

う
よ
う
に
、
労
働
者
を
困
窮
か

.ら
救
い

「

公
正
な」

賃
金
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
点
で

も
、

利

間

を

攻

擊

し

，
，こ

プ

ロ

レ

タ 

リ
ァ
I
ト
や

リ
ヵ
ー
ド
ゥ
派
社
会
主
義
者
と
は
興
っ
て
、
ミ
ル
や
マ
ヵ
ロ
ッ
ク
ら
の
俗
流
経
済
学
に
近
い
。

;-

P
パ
ー
ト
.
オ
ウ
エ
ン
と
ウ
ィ
リ
ア
ム

•
ゴ
ド
ウ
ィ
ン

(

下) 

ニ
匕

(

ニ
ニ
九

一)



,

そ
し
て
、
彼
は
労
働
者
の

I

生

囊

を

f

 

I

I

産
を
社
含
利
益
と

f

て
い
る

.の
で
、

こ
の
？

、

云

九

ニ

)
ら
れ
、
生
産
的
消
費
お
ょ
び
利
潤
を
忘
れ
て
、
市
場
は
賃
金
に
ょ

っ
て
簾
さ
れ
る
と
い
う
見

^

ら
; -
U

に
f

し
て
I

 

1

0

こ
れ
を
妨
げ
る
も
の
が
、
少
数
者
の
富
の
蓄
積
で
あ
る
か
ら
、
農

的

I

標
準
に
ょ
っ
て

、

u

I i
i f
I I
l

 

i

り

露

、共
I

栄
す
る
.と
い
う
矛
盾
の
解
消
さ
れ
た
産
業
資
本
主
義
の
姿
が
、

彼
の

1

一
 

つ
#

格
を

形
成
し

”

 

f

な
交
換 

,

d

て

，
i

っ
て
I

財
産
、
商
品
i

f

批
判
I

せ
ず
、
塞

i

級
' 

国
I

m

s

、
、
. 

f

.

は

、

資

本

家

的

、

そ

の

批

判

、

理

想

社

会

の

提

案

に

お

い

て

が
、
彼
の
I

す

る

靈

I

会
I

く
投
f

れ
て
い
る
の
で
|

ォ

多

I

I

粋

唐

豪

ィ

デ

ァ

ル

テ

ィ

ブ

ス

に
、
產
的
な
利
益
を
讓
す
る
ブ

i

 

i

現
わ
れ
て
い
る
。

"

，あ

l

が

J

に
差
さ
れ
る
に
い
た
る
ま
で
、

最
も
有
益
な
固
内
市
場
を
た
だ
ち
に
開
発
す
る
で 

に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う」

。
p

 

p

れ7.

て
訳
の
^

■
の

に

も

ま

し

て

、

彼
ら

I

と
社
会
と
に
と
っ
て
は
る
か
I

く

の

蓮

的

德

あ

る

も

の

四
^

(

っ
’

労
i

f

慕

、
I

け
れ

ば

蹇

勤

畫

ば

む

の

は

、
実

屋

|

る
市
場
の
欠
如
で
あ
る
。」

I

 

:

 

„

社

れ

I

I

I

あ
ろ
う
し
、
ま
た
こ
の
利
署
大
き
い
こ
と
が
、

「

土
地
所
有
者
お
よ
び
資
本
家
は
、
労
働
者
と
同
じ
殺
度
に
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
恩
恵
を
こ
う
む
る
で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
、

労
働
は
す
べ
て
の
価
値
の
趣 

礎
で
あ
り
、
ま
た
、
高
い
利
潤
が
農
業
お
よ
び
工
業
の
生
.産
物
に
対
し
て
支
払
わ
れ
う
る
の
は
、
た
だ
、
気
前
よ
く
報
酬
を
与
え
ら
れ
る
労
働
か
ら
の
み
だ
か 

ら
で
あ
る
。」

7ミ
严

1
>
.
2
1
:

訳
八
四
ぺ

|
ジ
0

「

こ
の
方
策(

価
値
規
準
の
変
更)

に
よ
っ
て
、
現
在
富
の
生
産
者
に
利
潤
令
提
供
す
る
こ
と
に
対
し
.て
事
実
上
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
世
界
の
全
市
場
は
、
限
り 

な
く
開
放
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
的
交
換
に
お
い
て
も
、
全
利
害
関
係
者
が
、
彼
ら
の
労
働
に
対
し
.て
必
ず
十
分
な
報
酬
を
受
け
と
る 

で
あ
ろ
う
。」

^
釔
.，
1
5
.
2
1

—

2
.訳
八
四
ぺ

|
ジ
。

「

こ
れ
ら
の
r
し
，̂
:̂
業
お
よ
び
一
般
の
仕
^
-©
施
設
は
一
人
な

V
し
任
意
の
人
数
の
土
地
所
有
者
あ
る
い
は
大
資
本
家
に
よ
っ
て
、

慈
善
的
お
よ
び
公 

共
的
！̂
的
に
投
ず
る
！

Hi

額
の
迤
金
を
持
つ
確
か
な
会
社
に
よ
っ
て
，
被
救
済
民
や
救
贫
税
か
ら
ま
ぬ
が
れ
よ
う
と
す
る
教
区
お
よ
び
州
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
現 

在
の
体
制
の
害
惡
か
ら
ま
ぬ
が

^
よ
う
と
す
る
農
民
や
機
械
工
や
小
.売
商
人
と
い
う
中
産
階
級
お
よ
び
労
働
諸
階
級
.の
組
織
に
よ
っ
て
、

つ
く
ら
れ
る
で
あ
ろ 

う
。」

I

, P. 

4
6.

訳

一

〇

四

べ
ー
ジ
。

 

.

「

土
地
、
資
本
お
、よ
び
労
働
は
、
提
案
さ
れ
た
諸
制
度
の
も
と
で
は
、
現
在
公
衆
に
知
ら
れ
て
い
る
他
の
い
か
な
る
も
の
の
も
と
で
川
い
ら
れ
る
よ
り
も
、
 

は
る
か
に
大
き
い
金
銭
的
利
益
を
生
む
で
あ
ろ
う
か
ら
、…

…

す
べ
て
の
人
が
、
す
ぐ
に
そ
れ
ら
諸
制
度
を
実
行
に
移
す
こ
.と
に
姑
束
す
る
で
あ
ろ
う
。」 

I
b
i
r
p. 4

6
.

訳

一

〇

四

べ
ー
ジ
。

「

本
報
告
者
の
実
際
的
な
仕

31
?
は
、
今
屈
用
不

M
の
た
め
に
祖
国
に
と
っ
て
負
担
で
あ
る
人
び
と
と
と
も
に
、
始
ま
る
で
あ
ろ
う
。

本
報
告
者
は
、

こ

-1
1
ら 

の
人
び
と
が
、
彼
ら
，！：

身
と
家
族
と
を
扶
養
し
、
ま
た
彼
ら
の
労
働
を
活
動
さ
せ
る
の
に
必
要
な
資
本
の
利
子
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
す
る
で
あ 

ろ
う
。」

I
b
i
r
p. 5

9
.

訳
一
一
五
べ
ー
ジ
。

(

2) 

(

3) 

M

rp. 7
.

訳

七

ニ

ぺ

ー

ジ

。

(

4)

こ
の
点
に
つ
い
て
、

フ
ォ
ク
ス
ゥ
ヱ
ル
は
次
の
よ
う
に
云
う
。「

ォ
ゥH.

ン
は
決
し
て
権
称
の
耍
求
を
掲
げ
な
か
っ
た
。
だ
が
近
代9

革
命
的
社
会
主
義
は 

こ
の
よ
う
な
耍
求
に
も
と
づ
い
て
い
る
。…

…

現
存
す
る
財
産
を
攻
撃
す
る
こ
と
は
、
彼
に
は
必
要
の
な
い
愚
策
で
あ
っ
た
。
极
底
に
お
い
.て
は
、
彼
の
思
想 

は
男
常
に

7
ル
•、ハ
ョ
ァ
里
で
あ
っ
た

 

J
te
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. Foxwell, Introduction to. 

The Right 

to 

the 

Whole produce of Labour, 

the origin a
n
d

eu
碧

o
w
-

 

I
n
i

 
な 

w
r

theory of l
a
b
i
s

 claim to the whole product of i
n

n
,

冬

o
r
. 

Anton Menger, 

translated b
y

g
, 

w
. 

Tansr, 

100
9
9
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J-

_

.

.
⑶
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
的
性
格

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
ュ
ー
ト
ウ
ピ
ア

j

も

广

フ

ノ

シ

.

.ァ
W

性
格
に
も
か
か
わ
ら
ず

、
.
オ
ゥ
エ

■ン
の
思
想
を

も
つ

て
単
こ

ブ

レ

ジ

，

■

、、

こ
と
は
で
き
な
い
。
す
で
に
述
べ
た

よ
う
に
、

ブ
ル
ジ
ョ
ァ

的
性
格
I

、

7

 

、…

く
' 

、、
，
の
イ
デ
才
ロ
 

I

ダ
と
割
り
切
る

「

政
治
的
正
義

」

に
お
け
る
ゴ

ド
ゥ
ィ
ノ
の
ユ

t

。
以
U

ト
ゥ
ィ
ン
の
屋
と
比
較
検
討
し
て

み
よ
う
。

と
で
あ
っ
て
、
そ
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に

ま

と

る
i

す
れ
ば
、

政
府
.の
な
い
単
純
な
社
会
、

平
等
財
産
の
制
度
と
い
う

こ

必
'

P

も
と
つ
く

財
産
財
産
は
そ
れ
を
最
も
必
要
と

す
る
人
が

S

 

、

、

2

l

l

l

l

n

i

l

p

l

l

-

4

人
間
性
の
変
革
。
理
性
が
発
学
る

た
め
、

人
び
J

 

i

f

 

i

,
は
き
し
分
業
は
存
在
し
な
い
。
分
業
批
判
。

,
飾
、
従
属
心
が
な
く
な
り
、
公
平
、
誠
実

お

よ

び

萎

s

 a
u

l
l

p
M

M
I

r

も
ち
ろ
ん
、
贊
沢
、
虚

5

個
人
判
断
?

i
v
l

 

j
u
d
g
e
m
e
n
t
)

の
強
調
。
そ
こ
で
は
自
己
の
主
体
性
に
も
と
づ
く
判
断
が
重
視
さ
れ
、
画
一
性
が
排
さ
れ
る
。
個
人
の 

理
性
に
対
し
て
、
監
督
、
制
限
、：
抑
圧
は
な
い
。

一

‘
切
の
政
府
は
存
在
し
な
い
。

6

協
同
の
排
除
。
個
人
判
断
が
重
視
さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
を
損
う
協
同
が
排
除
さ
れ
る
。
協
同
の
作
業
、
食
事
、
倉
庫
な
ど
は
な
い
。
協
業 

は
機
械
の
発
達
に
よ
っ
て
克
服
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
結
婚
し
て
同
居
す
る

C

と
も
、
心
の
独
立
し
た
進
歩
を
妨
げ
る
か
ら
恶
で
あ
る
。

7

無
限
の
進
丛
観
知
識
の
進
歩
に
は
限
界
が
な
い
か
ら
、

.

人
間
は
無
限
に
完
全
へ

‘
と
近
づ
く
。
理
想
社
会
が
人
ロ
の
压
カ
に
よ
っ
て
勒
壊 

す
る
と
い
う
考
え
に
対
し
て
は
、
地
表
の
四
分
の
三
は
未
耕
作
で
あ
り
、
既
耕
地
も
無
限

.に
改
善
を
加
え
ら
れ
る
か
ら
、
今
後
、
幾
万
世
紀 

も
人
口
増
加
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
い
つ
か
人
間
は
物
質
に
対
し
て
全
能
と
な
り
、
自
分
の
肉
体
も
統
御
し
う
る
か
ら
、
 

志
衰
、
.
腿
眠
を
追
放
し
、
生
殖
を
停
止
し
、
つ
い
に
は
死
を
免
か
れ
る
。

つ
ぎ
に
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
資
本
主
義
批
判
は
、
権
力
機
構
た
る
政
府
の
批
判
、
そ
の
根
底
に
あ
る
私
有
財
産
、
そ
の
蓄
積
、

.
掠
奪
、
詐
软
、
B
 

奶

性

暴

力

性

タ
識

進
步
の
阻
.賓

努

御
強
化
人
間
疎
外
な
ど
に
あ
る

こ
と
は

す
で
に
.述
べ
た
。■
そ
れ
で
は

こ
の

蓄
噴
財
産
の

_
变
を
克

後
. 

し
て
、

ど
の
よ
う
に
し
て
平
等
財
産
の
制
度
に

.移
行
す
る
か
。
そ
の
過
程
は
二
つ
の
面
か
ら
考
察
さ
れ
，

る
。

政
治
過
程
I

先
ず
政
篇
力
の
集
中
を
排
し
、
で
き
る
限
り
権
力
の
及
ぶ
範
囲
を

狭
く

し
、
そ
の
力
を
弱
め
る
。

(

そ
の
大
き
さ
と
し
て
、
教
区 

p
a
r
i
s
h

程
度
の
も
の
が
想
宠
さ
れ
て
い
る
。

)

緊
急
の
際
に
は

こ
れ
ら

小
地
域
が
連
合
し
て
国
民

議
会
を

形
成
す
る
が
、
や
が
て

こ
れ

も
不
要
と

な
り
、
 

地
城
の
犯
邪
な
ど
を
裁
く
に
は
非
職
業
的
な
陪
審

.員

制

度

(
j
m
y
)

で
足
り
る
よ
う
に
な
る
。
犯
罪
者
に
対
す
る
命
令
は
や
が
て

勧
告
と

な
り
、
 

各
人
の
理
性
の
発
達
に
つ
れ
て
、
や
が
て
陪
密
制
度
商
体
も
消
滅
し
、

一
切
の
統
治
は
終
る

こ
と
と

な
る
。

済
過
程_

_理
性
の
発
達
に

よ
り
、

_

由
平
等
は
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
福
音
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
そ
こ
で
、

富
者
太
ち
V

が
て 

譲
歩
し
、
雇
主
は
労
働
者
に
対
し
寛
大
と
な
っ
て
、
よ
り
多
く
の
賃
金
を
支
払
い
、
少
な
い
蓄
積
で
満
！

^

す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
て

人
び

と 

は
.

投
機
や
-

^
業
-

繁
栄
や
和
得
の
麗
を
軽
蔑
を
も
っ
て
眺
め
る
よ
う
に
な
り
、

一
切
の
蓄
積
動
機
は
消
滅
し
て
、
平
等
な
財
産
制
度
に
多

ロ
バ
丨
ト

.
ォ
ウ
エ
ン
と
ウ
ィ
リ
ァ
ム

•
ゴ
ド
ウ
ィ
ン

(

下) 

三

一

(

一
三
九
五

)



f

 

f

 

I

 

1

1

5

 

!

 

1

1

 

r

 

罗 

I

 

, 

s

.
霞

b

.

才
ウ

H

ン
の
ユ
I

ト
ウ
ピ
ア
と
の
共

s

性
.

さ
て
、
そ
れ
で
は

こ
の
ょ
う
な
資
本
主
義
批
判
、

T

ト
ウ
ピ
ア
の

持
数
、

I

 

.

う
に
な
る
だ
ろ
う

.か
。

. 

I

ツ
m

l

 

i

f

ノ
の
屋
と
比
べ
る
と
ど
の
ょ

:

”

產
批
判
に
つ
い
て

.は
、，
オ

ウ

は

、
教
育
、
失
業
、
法
律
、
囊

、
利

詈

的

利

間

I

 

J

零

こ

/

y

 

1

1

5

、

t

I

O

M

力

ぐ

A

-
 

、

/

コ
ト
ウ
ィ
ン
の
I

裏

鞋

は
、
f

る
環
境
批
判
で
は

な
く
、

そ
の
言
こ
あ
る
国

_

l

l

l

:

p

:

H

:

:

曾

^

^

^

財
産
に
対
す
る

批
判
な
ど
を
学
ん
だ

こ
と
で
あ
ろ
う
。

 

力

ネ

己

も

身

き

奮

蓄

積

、
分
業
、

私
荷

そ
こ
で
、
両
卷
の
ユ

|

ト
ウ
ピ
ア
を
比
較
し
て
み
る
と
、
才
ウ
ェ
ン

I

ら
^

,
こ
ゴ
ド

、

I

 

の
と
し
て
、
前
節
に
示
し
 

。

r
 

?

ウ

ン

I

得
ん
も
の
も
し
く
は
類
似
他
の
強
い
も 

2

-丨 

ゥ
ン
の
ユ
丨
ト
ウ
ピ
ァ
に
お
け
る
次
の
特
徴
が
考
え
ら
れ
る
。

お
y

指
；
:

忘

い

て

I

I

さ
れ
、

I

I

f
 

-

f

の
-
.
f

I

て
あ
る」

と
規
定
さ
れ

V
.

い
る
。

「

永
久
に
公
共
の
利
益
に

対
立
し
た
こ

r.

の

, !
| !
: 1

、

も(

I

t

著
名
I

治
経
済
I

た
ち
に
ょ
つ

て
、

社
会
体
制
の
礎
石
で
含
、
そ
れ
な
し
に
は
社
会

I

立
し
え

H

お
I

民
的
敵
；

w

A I
u

f

人
I

I

裂
と
、
階
級
、
宗
派
、
 

、、-、
、
き

こ

り

ひ

り

^

)

1.
L 

I
 

‘ 

I
や
ま
ち
や
わ
さ
わ
し
ま
た

.

人
類
を
.こ
れ
ま
で
苦
し
め
て
き
た
す
ベ
て
の
犯
罪
と
不
幸
と

パ

U

r

暴

i

J

J

依
拠
し
て
進
む
原
！

が
、
諸
国
民
、

.
ぁ
る
い
は
！

の
！

I

!

の
で
は

.

f 
く 

/ 

‘

技
身
I

の
唯
.
一
の
原
因
な
の
で
あ
る
。」

「

個
人
的
な
対
辛
る
利
窖
関
係
の

体
制
は
、

今
や
誤
謬
と
矛
盾
の
：
|

こ
達
し
が

)

。ー
. 

そ
こ
で
富
の
蓄
積
、
貨
幣
は
霊
さ
れ
る
の
だ
が
、

蓮

の

ブ

ル

ジ
ョ
ァ
的
性
格
か
ら

し

て

、

ゴ

ド
ノ
ィ
ノ
卜

、
：

-っ
f

t

ノ
 
I

-

ナ
」 

れ
、

労
資
双
方
の
商
業
的
利
益
が
強
調
さ
れ
て
い
る

点
は
、

矛
盾
し
て

い
る
。

一

,

、
と』

て
f

交
換
は
認
め
ら 

3

全
員
の
労
働
と
労
働
時
間
の
短
縮
、
分
業
の
否
定
。

4

間
Q

f

 

i

増
大
、
余
i

l

l

l

改

善

羞

I

ン

の

強

い

信

I

f

 

i

る 
I

f

 

f

 

す
る
で
あ
ろ
ぅ
か
ら
、
そ
？

.

1

、

ノ
て
大
層
糞
に
、

ま

た

楽

し

く

、

生

活

の

必

需

品

や

慰

安

品

を

自

分

自

身

で

獲

得

g

生
g

u

l

し
み
に
と
つ
て
最
忐
健
康
と
精
神
と
を
彼
ら
に
保
た
せ
る
に
十
分
な

レ
ク
リ
エ
イ 

i

V

き
こ
こ
と
が
体
験
さ
れ

る
で
あ
ろ
ぅ
。」

た
f

」

i

、「

i

諸
階
級
す
な
わ
ち
肉
体
労
働
を

し
な
い
で

I

す
る
人
び

と

”

そ
I

I

I

い
I

と
|

皇

|

|

さ
れ
る
の
を
|

い

人

為

が

f

、

つ 

禀
し
て
い
る
。

し

:
.l

i r
、
:

彼
は
分
業
を
批
判
す
る
。

「

現
在
の
体
制
の
下
で
は
、

露

諸

階

級

I

人
の
間
に
、
精
神
的
力
と
肉
体
労
働
と
の

極
め 

! i
"

f

 

:

:

•
•
•

今
述
べ
ん
と
し
て
い
る
詳
細
は
、
そ
れ
と
は
反
対
の

I

、
す
な
わ
ち
、
労
働
諸
階
級
の
個
々
人
に
お
け
る
広
取 

1

ょ
ひ
f

的
記
力
の
結
合
、
私
的
利
益
と
公
共
の
利
益
と
の
完
含

一

致

.
：
•
：

等
f

;

:

'に
、
導
く
と
思
わ
れ
る
諸
原
理
に

も
と
づ

卩
ノ
-

ト•

才
ウ
エ
ン
と
ウ
イ
リ
ア
ム
•ゴ
ド
ウ
イ
ン

:

• 

三

三

(
.一

三
九
七)



(

8) 

三

四

(

ニ
ニ
九
八)

レ
て
考
え
：±

1

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。」

そ
こ
で
、

「

す
べ
て
の
人
び
と
は
、
科
学
が
提
供
す
る
こ
と
の
で
き
る
あ
ら
ゆ
る

改
良
の
助
力
を
受
け
る 

こ
の
部
門
2

業—

自
井
S

の
、
'
あ
る
一
つ
あ
か
い
か
セ
ぎ
七
の
仕
事
に
、
農
耕
や

I
I

芸
に
従
I

す
る
こ
と
と
蹇
に
、
順
番
に
あ
た
る
で 

あ
ろ
う
。
細
か
な
分
業
と
利
害
の
分
割
と
を
勧
告
す
る
の
が
、
こ
れ
ま
で
の
一
般
の
意
見
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

細
か

.な
分
,

-:
可 

害
の
分
割
と
は
、
貧
困
、
無
知
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
浪
費
、
社
会
全
体
に
拡
が
る
広
範
な
敵
対
、
犯
罪
、
不
幸
、
.お
よ
び
極
度
の
肉
体
的
は
よ
び 

精
わ
的
低
能

.

の
5/
|

の
言
葉
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
、

.

ほ
ど
な
く
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

」

オ
ウ
エ
ン
は
、
-

社
会
的
分
業
の

-現
実
的
な
必
-
11
と 

そ
の
弊
害
の
克
服
と

V

う
課
題
を
、
農
工
業
間
の
ロ
ウ
テ
ィ
シ
ョ
ン
に
，よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
い
う
す
ぐ
れ
た
着
想
を
示
し
た
。
そ
し
て
職
業
分

業
と
作
業
分
業
の
双
方
を
否
定
し
、

「
不
健
康
な
ピ
ン
先
職
工

-

-

-釘
頭
職
工
^

-

糸
継
エ一

-

理
解
力
や
盒
的
思
考
力
も
な
く
ぼ
ん
や
り
と

土
地
や
商
分
の
ま
わ
り
を
見
つ
め
て
い
る
百
姓

(clodhopper)

に
代
っ
て
、
そ
こ
に
は
、
最
下
位
の
人
間
を
さ
え
、
過
去
お
よ
び
現
在
の
社
会
環 

.
境
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
形
成
さ
れ
て
き
.た
ど
の
階
級
の
最
上
の
人
間
よ
り
も
数
段
上
に
置
く

よ
う
な
、

慣
習
、
知
識
、
作
法
、
性
向
を
持
ち
、

行 

取
力
.と
有
益
な
知
識
に
満
ち
た
労
働
諸
階
級
が
誕
生
し
て
く

?1

こ
と
を
期
待
し
た
の
で
あ

>̂
1

。
こ
の
占
心
は
、
単
に
分
業
を
批
判
し
た
ゴ
ド
ウ
ィ 

ン
よ
り
も
進
ん
で
い
る
。

4

人
^

性
の
変
^
。

.
こ
う
し
て
オ
ウ
エ
ン
も
、
将
来
人
間
の
性
質
が
環
境
の
変
化
と
共
に
大
き
く
変
化
す
る
と
楽
観
す

る
。

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
と
同
じ
く
、
オ
ウ
二
ン
は 

素
朴
を
愛
し
、
提
案
さ
れ
た
協
同
社
会
内
部
の
諸
設
備
は
非
常
に
簡
単
な
も
の
で
、

教
育
に
よ
っ
て
子
供
は
合
理
的
存
在
と
な
り
、

r

こ
の
知
識 

と
そ
れ
か
ら
生
ず
る
感
情
と
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
新
し
い
富
の
創
出
に
対
す
る
現
存
の
多
数
の
障
害
物

も
ま
た
、

今
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
階
層
に
広 

が
っ
て
-
>
る
典
数
の
欺
職
の

^
1
機
と
と
も
に
、
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
公
正
と
正
義
、
率
直
と
公
平
の
原
理
が
、
こ
れ
ら
の
社
含
全
行
為
に
感 

イ
.を
及
ほ
す
.で
多
ろ
う

」

と
説
か
れ
て
^
,
る
。
公
正
、
正
義
、

率
直
、
公
平
の
原
理
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

■
は
、
ほ
と
ん
ど
ゴ
ド
ウ
イ
ン
の
言

^
 

そ
の
.ま
ま
で
あ
る
。

7

無
限
の
進
歩
観
。

啓
蒙
思
想
の
特
徴
た

n

i

l

ウ
ェ
ン
の
中

I

れ

る

が

、

そ

.
の

極

端

な

形

態

た

る

完

全

可

能

説

I

I

I

)

を
も 

0

は
コ
ト
ウ
ィ
ン
か
ら
引
き
継
い
だ
。

「

新
社
会
観

」

に
お
い
て
、オ
ウ
エ
ン
は
す
で
に
マ
ル
サ
ス
の
人
口
論
を
批
判
し
、
そ
の
論
拠
と
し
て
、
人

i

靈

力

、
化

靈

震

i

い
こ
と

I

挙
げ
、
向
う
数
十
年
間
の
人
類

I

増
殖
を
楽
観
し
て
為
、

さ

ら

に

「

ラ
ナ

|
ク
#

へ
の
報
告

」

に
お
い
て
は
、
そ
の
冒
頭
に
お

”
て
、

d
y
u
y
p
w
u
l 

f 

i
f

愚

5
将
来
何
世
紀

四
も
U

I

O

5.
/

B

U

大
ブ
リ
テ
ン
お
よ
び
そ
の
属
領
は
、
は
か
り
し
れ
な
い
人
口
増
加
を
-
そ

の

着

と

っ

て

最

I
体
、

よ
う

^
.適
用
さ
れ
る
時
に
は
人
口
が
、
そ
の
増
加
に
よ
っ
て
社
会
が
利
益
を
受
け
る
の
と
同
じ
程
度

S

 

す
る
よ
う
に
、
長
年
に
わ
た
っ
て
刺
激
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い

こ

と

が

、

わ

か

る

だ
ろ
^

」

。
 

^

注

て

厂

S

へ
て
I
る

J

れ
L

ウ
ン
ほ
ど
極
端
な
議
論
を
儒
し
て
は
い
な
い
が
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
產

(

食
糧
の
飛
躍
的
増
産
、人
口
の
道
徳 

的
抑
制
、
社
会
の
無

I

I

歩)

を
受
け
つ
ぎ
、

マ
ル
サ
ス
の
人
口
論
に
対
立
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
謹

マ

ル

サ

ス

は

、
そ

の

「

人
口
の
原 

掙

初

版

に

お

い

.
"は
ー
九
章
中
六
章
を
ポ
て
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
を
批
判
し

.た
の
に
、
五
、
六
版
で
は
一
章
を
残
す
に
と
ど
ま
り
、
代
っ
て
オ
ウ

M

〈

I)

w
. Ow

e
n
,

 

R
s
o
r
t

 

to the 

COUTlty 

of Layiark, 

182
1

 

p. 
一
 7 

圮
\
つ
ぺ 

I
、、ゾ
。

(

2) 

M

r

p. 

2
8
.

訳
八
九
べ

I
ジ
。

(

3
> i

h
U
,

 

p. 

2
9
.

訳
八
九
べ

ー

ジ
。
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ロ
ハ
ー
ト

•
オ
ウ
エ
ン
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
•
ゴ
ド
ウ
ィ
ン

(

下)



.
 

三

六

(

一
四
〇
o)

(
4)

^
&
,

》

*p
2
g.
訳
八
九
ぺ 

Iジ
。

(

5) 

I
b
i
r
p. 3

0
.

訳
九
0 .
ぺ 

I ジ
。
 

'

(

6)

. • 
m
d
.
,
p26..

訳
'A六
べ
一
ジ
。

(

7) 

Ibid.,
づ

.26
.

訳
八
七
べ

I
ジ
。

(

8) 

I
b
rpp.. 3

4
-
5
.

訳
九
四
べ—

ジ
。

(

9)

ね
&
.
, 

pp. 4
4
-
5
.

訳
一
〇
ニ—

三
べ
丨
ジ
。

■

.

(

10) 

J
s
, 

pp. 4
5
.

訳
ー
〇
三
丨
四
ぺ
丨
ジ
。
 

.

(

11)

こ
の
点
に
つ
い
て
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
次
の
よ
う
な
讚
辞
を
与
え
て
い
る
。

「

空
想
的
社
会
主
義
者
た
ち
は
分
業
の
結
果
に
つ
い
て
、

す
な
わ
ち
一
方
1
 

労
働
者
の
衰
弱
、
他
方
で
は
同
一
の
行
為
を
終
身
単
調
に
機
械
的
に
繰
り
返
す
こ
と
し
か
し
な
い
労
働
活
動
そ
の
も
の
の
衰
弱
に
つ
い
C
、
す
で
に
ま
っ
きI

 

と
乳
解
し
て
い
た
。
都
市
と
農
村
と
の
対
立
を
な
く
す
こ
と
は
、

も
ォ
ゥ

5

も

、

旧

来

の

分

業

一

般

を

な

く

す

た

め

の

第

一

の

根

本

条
件

；;;;

し
て
要 

求
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
人
の
ど
ち
ら
の
場
合
で
も
、
住
民
は
ニ
ハ
〇
〇
人
な
い
し
三
〇
〇
〇
人
ず
つ
の
集
団
と
し
て
国
中
に
.配
置
さ
れ
る
こ
と
に 

な
っ
て
お
り
、
各
集
団
は
そ
れ
ぞ
れ
の
'区
域
の
中
心
に
あ
る
巨
大
な
殿
堂
に
住
み
、
共
同
の
家
計
を
営
む
の
で
あ
る
。IN

リ
ユ
は
確
か
に
.そ
こ
こ
こ
で
都
市
と 

し
う
こ
と
をa

に
し
て
は
い
る
が
、
し
か
.し
こ
の
都
市
そ
の
も
の
は
、
こ
れ
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
殿
堂
の
四
つ
か
五
つ
が
か
な
り
近
接
し
て
存
在
す
る
も
の
か 

ら
で
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
二
人
の
ど
ち
ら
の
場
合
で
も
、社
会
の
各
資
は
農
業
に
も
工
業
に
も
参
加
す
る
。

フ
リ
ヱ
の
場
合
、
工
業
で
主
要
な
役
割
を
演
ず 

る
手
工
業
と
マ
ニ
ユ

7
ァ
ク
チ
ユ
ァ
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
才
ゥH

ン
の
場
合
に
は
、
そ
れ
は
す
で
に
大

S

で
あ
り
、
彼

S

I
労
働
に
蒸
気
力 

と
i

を
導
入
す
る
こ
と
を
い
ち
は
や
く
要
求
し
て
い
る
。
し
か
し
、
二
人
と
も
農
業
お
よ
び
工
業
の
内
部
に
お
い
て
さ
え
、
各
人
の
I

を
で
き
る
か
ぎ
り 

さ
ま
さ
ま
に
転
換
さ
せ
る
こ
と
を
要
求
し
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
に
応
じ
て
で
き
る
か
ぎ
り
全
面
的
な
技
術
的
活
動
が
で
き
る
よ
う
な
、
青
年
の
教
育
を
■

し 

て
し
る
。
二
人
の
ど
ち
ら

S

含
も
人
間
は
全
面
的
な
実
践
靈
を
通
じ
て
全
面
的

I

達
を
と
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
し
、
ま
た
露
は
分
業
の
た
め 

に
失
わ
れ
た
そ
の
魅
力
を
、
ま
ず
右
の
よ
う
な
転
換
と
、そ
.れ
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
労
働
に
あ
て
ら
れ
るー

7
リ
ニ 

2
暴

で

V

S—
『

着

®
時
間』

が 

短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
回
復
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
二
人
の
方
が
、
.デ
ユ
丨
リ
ン
グ
氏
の
受
け
つ
い
で
い
る
摊
取
階
級
の
考
え
方
、
す
な

b 

ち

賴

市

と

農

村

と

の

対

立

は

事

柄

，の

蟹

上

不

可

避

的

な

も

の

で

あ

る

と

考

え

、

あ

る

数

の

『

存

在』

は

ど

ん

な

事

情

の

も

と

で

も

f

ぶ
物
品
を
生
産
す
る 

運
命
に
お
と
し
い
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
.な
い
か
の
よ
う
な
偏
見
に
と
ら
わ
れ
、
生
活
様
式
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
人
間
の『

さ

I

I

着

上

の

変

種』

、
 

つ
ま
り
ほ
か
な
ら
ぬ
ま
さ
に
こ
の
物
の
実
行
に
喜
び
を
感
じ
、

そ

の

た

め

真

鼻

の

隸

属

化

や

：
一
面
化
を
裏

I

ま
で

S

ち
こ
ん
で
し
ま
っ
た
人
び 

と
を
永
久
化
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
よ
り
も
、
は
る
か
に
ま
さ
つ
て
い
る
。」

F. 

I

K
 

I

 

I

 

b

i

t
 

i

f

 

der 

I

I

I

.

in 

Werke,

 

B
a
n
d

 

20, 

SS. 

2
7
2
-
3
.

粟
田
訳

.(

下)

_ 

二

三

八

丨

ニ

四

〇

ぺ

ー

ジ

。

12) 

R

 

O
w
e
n
,

 

s
. 

c
i
r
p

aT
p

訳

一

〇

七

丨

八

ぺ

 

I
ジ
。

 ̂

I

 

I

 
今 

I

S

I

 

0
, 

? F
i

n

 of 
f

 

f

 

B 
f

i

 
f

 
員

 
p
p
.  35 

ふ

.
楊

并

克

已

訳 

(

1)
R. 

O
w
e
n
,

 

R
e
w
r
t

 

to the 

County of L
m
a
r
k
,

 
1
00
2
1
, 

pp. 1
1
2
.

訳

六

七

丨\
べ

ー

ジ

。

,

一

八

sA
ロ

の
I

第

渥

三
.篇

第
I

お
い
て
、

マ

ル

サ

ス

は

「

余

が

衷

心

か

ら

尊

敬

す

I

、

ラ

ナ-
ク
の
ォ
ゥ
ェ 

人

”

—

し

口

し

た

が
、

s

i

、
労
働
と
財
と
の

I

I

E

る
制
度Q

I
Q

た
め
に
、
あ
ら
か
じ
め

‘

v r
I f
n

'

g

 

I

f

 
る 

^

C
.

両
者
の
相
違
と
影
響
関
係

次
に
、
両
者
の
相
違
と
見
ら
れ
る
項
！

i
n

と
し
て
は
、
.左
の

も
の
が
あ
る
。

1

必
耍
に
も
と
づ
く
財
産
。 

■

に
^

^

I

」

の

「

f

i

l

l

い
く
つ
か
I

間
に
存
在
す
る
結

従
来
の
社
会

——

生
活
資
料
確
保
の
た
め
、
，一
般
的
利
己
心
を
生
む
。

：
.

從
案
さ
れ
た
体
制

—

遥
か
に
多
く
の
富
が
生
産
さ
れ
、
利
己
心
の
動
機
欠
如
、
個
人
的
蓄
顏
消
滅
。
露
量
に
応
じ
た
公
正
な
交
換

—

.

.

必
要
に
応
じ
た
消

1

1°)

各
組
織
の
剰
余
生

■

の
、
労
働
量
に
応
じ
た
交
換
。

.
剰
余
生
産
物
の
管
理
、
交
換
、
分
配
の
、た
め
の

、

J

 

と
人
間
が
つ
く
ら
れ
る

。

.'
:

. 

- 

^

従
っ
て
ォ
ゥ
ェ
ン

S

含

は

：

コ
ド
ゥ
ィ
ン
と
は
違
っ
て
自
由
財
を

S

と
し
た
共
産
主
義
で
あ
り
、
過
渡
的
形
態
と
し
て
の
、商
品
生
産
、

.ロ
ハ
-£. 
•
オ
ウ
エ
ン
と
ウ
ィ
リ

ア
ム
•
ゴ
ド
ウ
イ
ン(

下) 

，
. 

■



X 
a
 

，

h
v 

i
, 

ベィパ
-(

2) 

三

八

(

一
四
〇
ニ)

I

言
の
佃
値
を
棄
す
る
紙
券
が
、
強
固
に
存
在
す
る
。
た
だ
し
ゴ
ド
ゥ

i

の
場
合
に
も
、

f

的
I

 

一
二
版
に
お
い
1

、
肖 

f

i

l

l

が
ら
も
、
自
己
の
勤
勉
の
産
物
に
対
す
る
権
利

I

た
の
で
、」

必
要
に
も
と
づ
く
財
産
と
い
う

共

産

主

義

へ

l

f l
'

r
 

r

は
段
阳
&

け
ら
れ
、
才
ゥ
ェ
ン
の
公
正
な
労
働
量
に
応
じ
た
商
品
交
換
の

段
階
と
類
似
性
が
見
出
さ

i

よ
う
。 

：

'

, 

5

個
人
判
断
の
強
調
。 

：

ォ

ヱ

、
k

、ぬ
の
よ〜

ニ
ュ
丨
•
ラ
ナ
丨
ク
住
民
へ
の
講
演

」

に
お
い
て
、私
的
判
断
の
権
利
を

謹
す

る

に

至
つ

た
が
、
ゴ
ド
ク
ィ
ン

 

"
よ
う
な
権
力
批
判
は
な
く
、
提
案
さ
れ
た
組
織
は
、
単
一
の
全
体
的
靈
制
度
、
衣
服
な
ど
、
か
な
り
画
一
的
な
も
の
で

あ
る
。

そ
し
；

「

上 

r-
J
s

者
と
資
本
家
公
共
団
体
、
教

f

る
い
は
州
に
よ
つ

て
建
設
さ
.れ
る
も
の
は
、
こ
れ
ら
の
有
力
者
が
そ
れ
ら
を

監
督
す

る
よ

う

に

任

命
 

る
人
た
ち
S

導i

ト
に
あ
り
、
当
然
そ
れ
ら
の
建
設
者
に

よ

つ

て
定
め
ら
れ
る
規
則
や

規
定
に
支
配
さ
れ
る

だ

ろ

巧

」

。
と
考

え

ら

れ

て

い

る

。

杏
l

u

i b
J T
h

ド
ウ
イ
ン
I

ウ
t

の
最
も
顕
著
な
差
を
見
せ
る
の
が
、
前
者
の
無
政
府
主
義
と
後
者
の
協
同
社
会
主
義
で
あ
る
。
前 

ぞ
は
一
切
Q

I

を
排
し
た
の
に
対
し
、
後
者
は
協
同
を
も
つ
て
新
し
い
社
含

_

原
f

L

た
。

〖

力
し

，
^

ら

奢

ょ

5

な
f

泛

■

し
い

變

も
か

か

わ

ら

ず

、
.S

に

は

襲

：g

i

i

が

產

す
る
こ
と
を
邏
す
べ
き
で

.
 ̂

、

フ

わ

ち

第
厂
コ
ト
ウ
イ
ン
の
政
治
的
正
義
を
規
定
す

る
全
体
の
利
益
と

い
ぅ

観
念
は
、
相
互
協
力
扶
助
以
外
の

何
も
の
.で
t

 

し

”

^

^

# <

い
て
も
個
！

断
の
下

|

ぅ
と
し
た
け
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
■ォ
ウ

i

、

協
同
の
経
済
効
果
を
重 

比

S

I

的
i

お
.い
て

共
通
し
て

い
る
。

第
二
に
、
宣
ン
に
は
ゴ
ド
ウ
イ
ン
に

お
け
る
ょ
ぅ
な

権
力

1

コ
ト
ウ
イ
ン
と
同
じ
く
、
議

含

s

i

ど
g

治
的
®

 

I

す
る
m

彼
I

案
し
た
協

辦

 

H

r

i

l

f

 

!

!

 

?

、

！

|

 

馨

的

権

「

，
原
f

 

■

さ
れ
て
い
れ
ば
、
.

か
な
り
ふ
つ
う
の
能
力
の
あ
る
人
は
、

こ

Q

よ
う
な
麗
設
を
、
今
最
も
大
き

V

M

事
会
社
あ
る
い
は 

工
業
会
社
が
運
営
さ
れ
て
い
る
の
よ
り
も
も
っ
と
た
や
す
く
監
督
す
る
ビ

.
ろ(

k

L_
°

「

中
産
階
級
お
よ
び
労
働
諸
階
級
に
よ
っ
て
、
完
全
な
互
恵
関
係
に
も
と
づ
い
て
形
成
さ
れ
る
も
の
は
、
分
裂
、
利
害
の
対
立
、
反
目
、
あ
る
い 

は
拖
カ
争
い
が
き
っ
と
生
み
出
す
鐘
野
卑
な
情
念
の
い
か
な
る
も
の
を
も
将
来
霞

■

も
と
づ
い
て
、
彼
ら

自
身
に

よ
っ
て
統 

治
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
諸
業
務
は
、

一
定
年
令
間
の

.組
織
の
全
成
員

_

た
と
え
ば
三
五
歳
と
四
、五
歳
と
の

間
の
、

あ
る
い
は
四 

:

〇
歳
と
五
o

歳
と
の
間
©

人
び
と
か
ら
成
る
委
負
会
に
よ
っ
て
運
営
を
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
お
そ
ら
く

前
者
は
、
後
者
よ
り
も
、
若
さ
の

活 

動
力
と
年
令

Q

緩
と
を
よ
り
多
く
結
合
す
る
で
あ
ろ
う
が
、

.

い
ず
れ
の
年
令
期
間
に
定
め
ら
れ
る
か
は
、
あ

ま

り

藝

S

な
い
。

し
ば
ら 

く
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
組
織
が
将
来
そ
れ
ら
の
す
べ
て
の
仕
事
塞
：

&

て
い
く
上
で
の
た
や
す
さ
は
、
統
治
の
業
務
を

f

る
證
に
す
る
ほ 

ど
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
統
治
ず
る
当
事
者
は
数
年
の
う
ち
に
ま
た
被
治
者
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
は
常
に
、
彼
ら
が
、
将
来
み
ず
.か 

ら
の
施
政
措
置
の
慧
い
ず
れ
か
め
結
果
を
な
め
る
こ
と
に
な
る
の
を
承
知
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

公
正
か
つ
臭
な
制
度
に

よ 

っ
て
、
選
挙
と
選
挙
運
動
と
の
無
数
の
害
悪
は
す
べ
て
避
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う

。

：

：

.

.

. 

'

こ
れ
ら
の
組
織
が
橥
す
み
や
か
に
人
手
す
る
す
ぐ
れ
た
麗
益
と
、
そ
れ
ら
が
す
み
や
か

S

得
す
る
さ
ら
に

一
層
す
ぐ
れ
た
知
識
と 

は
、
い
ま
名
誉
や
特
権
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
に
対
す
る
ほ
ん
の
僅
が
の
慾
求
を

も
、
.
そ
れ
ら
の
墨
の
方
で
排
除
す
る
で
あ
ろ

U

。」

こ
の
提
案
の
内
容
は
極
め
て
重
大
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
は
、

一
権
力
の
縮
小
、
ニ

直

震

主

主

義

、
代
議
政
批
判
、
三

政

治

の

非

議 

化
交
替
統
治
、
統
治
者
と
被
統
治
者
の
対
立
の
解
消

、
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.庶
民
に
対
す
る
震
、
と
い
う
思
想
が
明
確
に
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
.̂
は
ァ
ナ
キ 

X

ム
で
は
な
.い
け
れ
ど
も
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
代
議
政
批
判
、
過
渡
的
小
社
会
の
考
え
に
近
く
、
事
実
上
国
家
の
消
滅
を
意
味
し
た
。

さ
て
、
以
上
の
点
を
考
慮
に

.
入
れ
る
と
、
オ
ウ
エ
ン
が
独
自
に
雲
し
た
価
値
標
準
の
変
革
、
鍬
耕
作
な
ど
を
含
め
て
、
両
者
の
本
質
的
な
差
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と
し
て
最
後
ま
で

残
る

も
の
は
、
'次
の
点
で
あ
ろ
ぅ
。
， 
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〇
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、
資
本
家
に
ょ
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待
し
I
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2

、

丨
ウ
ヒ
ア
に
お
け
る
資
本
主
義
の
投
影
。
すなわち商品生産

'、
交
換
、
賃
金
、
利
聞
な
ど
の
艮
虫

、

1

 

S

、
国
家
権
力
に
対
す
る
批
判
の
欠
如
ー
屋
の
介
入
の
期
待

。

_ 

と
の
f

v
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こ
れ
は
結
局
オ
ウ

H
ゾ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
性
格
に
帰
す
る
も
の
で
、
敗

I
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ウH

ン
の
環
境
の
差
は
、

..い
が
ん
と
も
し
が
た
か
つ
た
と
い
.わ

妾

な

ら

,
、
。着

,
し
^

、.と

産
I

命
の
先
端
を
進
ん
だ
資
本
家
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ア
は
、

リ
カ
，
ド
^

、

ル
ソ

I
、
ぺ

ス

タ
ロ 

r

、
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f

し

力
し
な
が
ら

こ
の

点
を
除
く

と
、
オ
ウ
エ
ン
の

T

ト
ウ
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が
で
き
る
。
'
お
そ
ら
く
、

.

オ
ウ
エ
.ン
に
と
つ
て

>

ゴ
ド
し
て
も
、

ゴ

ド

ウ

ィ

ン

に

最

も

近

い

と

f

」

と

と
な
く
無
限
に
進
歩
す
る
社
会
が
、
窮
極
の
ヴ
ィ
ジ

，

ゾ
で

あ

り

t

 

I

人
び
と
の
I

l

f

環
證
妨
げ
ら
れ
る
こ 

と
の
理
性
の
自
然
的
発
展
に
ゆ
だ
ね

.る

こ

と

は

で

i

テ 

>

力
あ
く
ま
て
実
際
家
の
彼
に
と
つ
て
、
そ
の
実
現
を
人
び 

つ
た
I

t

。
そ
f

l

l
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む
の
し
む
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し
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も
っ
て
ぃ

エ
ンの経験が才丨ヴァ丨

ラ

ッ

プ

し

て

こ 

の
ユ
ウ
ヒ
ア
に
純
料
な
資
本
主
義
の
像
が
投
影
さ
れ
、

オ
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し
た
む
し
ろ
質
朴
な
協
同
村
富
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こ
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とができる
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才
ウ
エ
ン
、ば
資
本
家
で
あ
り
な
が
ら
、
農
業
事
む
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言

て

労

鐘

動

か

l

r

そ

し

雪

階

級

に

向

か
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な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
鐘
後
六 

小
ブ
ル
ミ
ア
の

中

量
出
し
た
こ
と

も
、

こ

う

し

て

濯

す

る

こ
と
が
で
き
よ
h
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双

方
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ら
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を
受
け
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持
著
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ォ
ゥ
ェ
ン
で
は
，

労
働
証
票
は
社
会
の
資
源
の
完
全
な
共
有
自
由
な
利
用
へ
進
む
一
つ
の
過
渡
的
形
態
に
す
ぎ
ず
，

か
つ
ま
た
、

せ
い
ぜ
い
の

と
こ 

ろ
イ
キ
リ
ス
の
公
衆
に
共
産
主
義
を
な
っ
と
く
さ
せ
る
た
め
の

一
つ
の
手
段
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
何
か
の
乱
用
の
た
め
，

」
ォ
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エ
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^
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n
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な
ら
，
く
な
っ
た
と
し
て
も
、

I

I

の
I

向
っ
て
さ
ら
に
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ォ
ゥ
エ
ン
の
ゴ
ド
ゥ

.ィ
ン
と
の
唯

I.

の
主
な
差
は
、
彼
が
協
同
を
強
調
し
た
こ
と
の
中

あ

る

ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
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人
の
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の
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め

わ
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か
ら
、
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i

け

る

も
の
以
外
に
は
、
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に
人
び
と
の
間
の
協
同
を

嫌

ぅ

頃
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も
っ
て
、
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わ
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か
ん
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く
全
体
の
利
益
の
簾
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票
さ
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な
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ぬ

^

^

.
^
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^

彼
は
わ
れ 

■.る
部

分

で

あ

っ

た
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こ
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に
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、
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ド
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イ
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3
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の
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憂

今

}

1

二

 

V

 

:

 

' 

.

f

f
 

-

タ
A.
J

の

N
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'ソ
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が
あ
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さ
れ
る
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に

ぉ
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と
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わ
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益
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正
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五
年
以
後
工
場
法
制
定
謹

I

し
、

一
八
一
九
年
に
は
、
す
べ
て
の
階
級
、
特
に
失
業
し 

1

'

2

^

^
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|

立
候
補
し
た
が
、
有
権
者
は
反
対
派
に
賀
収
さ
れ
て
落
選
し
て
し
ま
っ
た
。
こ

I

以
後

I

W
こ

ハ

に

に

い

た

.け
れ
ど
も
、

彼
ち
の
仲
間
に
な
り
切
.っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。

彼
こ
そ
、

皇
を
犠
牲
に
し
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ア
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表
而
的
に
は
政
治
制
度
の
民
主
的
変
革
を
主
張
.し
た
こ

と

も

な

け

れ

I

ミ 

四
ニ 

(
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四
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證
想
史
の
上
に
高
く
位
置
づ
け
る
で
あ
ろ
う
。
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等
主
I

て
も
,
ナ
た
ガ
こ
こ
に
引
用
し
た
章
句
は
、
彼

を

民

生

主

(
〗

「

オ
ゥ
ェ
ン
の
全
共
産
唐
は
、
経
済
学
的
、
論
戦
的

£

場
す
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か
ぎ
り
で
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ゥ
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「

自
叙
伝」

追
録
に
よ
れ
ば
、
彼

の

「

新
社
.会
観」

に
興
味
を
も
っ
て
い
.た
F

•プ
レ
ィ

1

、

_

|

5
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て

フ

を

見

て

、「

私
は
大
発
見
を
■し
ま
し
た
。一

あ
な
た
の
社
会
I

一
ト
ー
I
 

.

J

V
書
斎
を
I

し
て
た
ま
た
ま
べ
ラ
丨
ズ
の 

ェ
ン
は
そ
れ
を
賞
い
、
 
.「

千
部
刷
っ
て
そ
れ
を
配
ろ

V

そ

^

^

“

則
_

1

著
作
の」

と

+

1ェ
ン
に
知
ら
せ
ち
オ
ク 

も
私
の
は
、
1

1

8
し

そ

れ

ら

を

反

省

し

、
そ
れ
ら
、I

n

u
 

>

^
-:
-

7

-

ァ
を
始
め
て
I

.た
し
た
名
誉
を
こ
の
著
者
に
与
え
よ
う
。

も
っ
と 

え
ざ
る
を
え
ぬ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
あ
d

け
れ
；̂
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”

^
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ら
し
の
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に
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に

役

立

つ
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を
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を
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っ
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l
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の
で
あ
る
。
そ
し
て
宗
教
を
雲
し
た
こ
の
有
名
な
大
集
含
お
い
て
、
1

1
^

^

ノ'

七
年
の
大
公
開
集
会
の
記
事
を
書
い
た
印
刷
物
と
共
に 

ラ
丨
ズ
に
よ
っ
て
示
唆
さ
れ
た
実
際
的
計
画
に一

致
し
、最
も
健
全
な
経
済
学

s

こ
の
協
同
化
の
方
法
は
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ニ
〇
年
？

シ
ョ
ン
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す
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も
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あ
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辺
訳
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と
い
っ

て
い
る
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ル
ク
ス
1

っ

ズ「

経
済
学
史
上
に
お
け
る
真
の
奇
蹟」

と
讚
え
ら
れ
た
ベ
ラ

|
ズ
ま
、土
会
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」
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し

こ
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:

l l
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p
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r i

に
お
い
て
、
労
働
者
お
よ
び
そ
の
家
族
を
収
容
す
る
囊
学
校
を
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v

d
ざ

f

 

!
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g

l

l
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f
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は
彼
ら
の
生
活
向
上
に
あ
て
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
，こ
0'
、マ

レ

の

f

し
て
人
び
と
に
適
当
な
教
育
と
生
活
環
境
を
与
え
、
企
業
利
益 

張
、
分
業
の
批
判
、
善

の

対
立
な
ど
、

.一
匕
肚
紀
1

こ
h
で
こ
’

一
ぎ
^

彼
の

f

価
値
説
、
貨
幣
論
、
協
業
の
利
益
の
主
張
、
労
働
日
の
規
制
の
主

S

 

■

に
よ
る
你
値
尺
度
な
ど
は
、
確
か
に
オ
ウ
エ
ン
の
先
駆
者
で
あ
る
が
、
ベ
ラ
丨
ズ
の
産
業
霍
は
、
I

企
業
の
剰
f

資
本
の
f

と

し

て

，
， 

配
当
さ
^
る
の
で
あ
っ
て
、
富
港
の
利
益
を
強
調
し
、
オ
.ウ
ェ
ン
の
共
産
主
義
に
は
到
達
し
て
い
な
い
。
従
っ
て

、

協
同
組
^

主
義
と
し

^
'

iい

I 

な
く
べ
ラ
ー

は
オ
ウ
ェ
ン
の
先
駆
者
で
ぁ
っ
て
も
、
ォ
ゥ
i

窮
極
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
に

近
ぃ
.と
V

の
が
p

p

a
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力
へ
.ラ
ー
ス
を
発
見
し
た
の
は
、
す
で
に
彼
が
共
産
主
義
者
に
転
身
す
る
決
意
を
固
め
た
後

で

あ

っ

た

ろ

う

。
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者
-̂の
淨
心
な
ぎ
者
で
人
ぎ
の
更
生
の
た
め
の
普
身
の
計
画
が
そ
れ
に
負
っ
て
い
る

こ
と
は
明
ら
^
;で
あ
る
。
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ら
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故
に
暴
力
！

叩
ゃ
政
治
的
煽
動
は
不
必
要
で

ぁ

る

と

ぃ

ぅ

ゴド
 

”

」
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貧
困
か
ら
身
を
起
し
た
富
裕
な
製
造
業
者
で
、
人
び

i

s

!

こ
！

っ

て

全

体

の

福

祉 

の
ナ
f

彼
の
富
を
用

し

る

こ

とに
着
手
し
た
。

す

な

わ

ち

、人
び
と
が
自
発
的
に
政
府
と
財
産
を
棄
で

、

そ

し

て

人

種

や
国
家
の
境
界
を
知
H

際
や
協
同
に
I

戀

い

f
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む
こ
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霧

雲

た
基
本
的
な
思
想
は『

政
治
的
正
義』

力
ら
得
ら
れ
、
彼
の
生
涯
を
通
じ
て
変
ら
ず
存
在
し
た
。
そ
れ
は
、
人
間
は
そ
の
環
境
に
よ
っ
§

く
な
る
-?
と
、
人 

間
は
罰
に
よ
っ
て
で
は
な
く 

I

正
義
に
も
と
づ
い
た
社
会
の
建
設
に
よ
つ
て
の
み
変
f

と
、
そ
し
て
此
界
の
た
い
て
い
の
悲
惨
や
害 

麗
の
た
め
で
あ
り
、
人
び
と
が
I

平
等
の
条
件
下
に
合
理
的
に
教
育
さ
れ
る
な
ら
、
奮

に

t

除
か
れ
る』

F
 

才
ウ
一
ン
は
彼
秦Q

H

場
を
瓜
の
労
雪
た
ち
に
正
し
い
条
件
を
与
え
る
ベ
く
粟
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
始
め
た
。
彼
が
、
物
質-S

な
节
柄
こ
は
、
て

イ
ン
の
主
張
を
補
う
も
の
と
な
っ
た
。
 

て
I

ら
れ
た
無
政
f

z

i

l

f
て
個
人
の
自
由
に
関
す
る
ゴ
ド
ウ

こ
ナr

y
f
n

ゴ
ド
ー
イ
ン
の
よ
う
に
、
政
治
手
段
の
遠
慮
の
な
い
批
判
者
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
達
成
さ
れ
る
数
年
前
に
、
議
会
改
革
は
碧
に
利
益
を
も 

イ
さ

こ

,

う
と
し
う
こ
と
を
彼
は
予
言
し
た
。
こ
の
態
度
に
よ
っ
て
、政
治
的
に
考
え
る
自
出
主
義
者
た
ち
の
支
持
を
彼
ば
失
っ
.た
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
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S

反
動
的
意
免
た
の
で
あ
る
。
だ
が
彼
は
、
真
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f
は
政
府
の
形
態
よ
り
は
人
I

係
の
中
に
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
政
治
的
^
り
I

方 

：&

で
な
け
れ
は
な
ら
ぬ
、
た
だ
教
育
と
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
の
み
人
は
黑
と
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
続
け
た
。
教
育
ま
、『

少
く
と』

わ
c
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M
活
動
に
依
存
す
る
か
ぎ
り
、
こ
の
世
に
存
在
す
。る
す
べ
て
の
善
と
悪
，
悲
惨
と
幸
福
の
第
一Q.

源
泉
で
あ
る』

と
い
う
オ
ウ
0

0{
言
1
以
上
に
、
1

ド
ウ

.

ど
の
よ
う
な
仕
事
に
彼
が
従
っ
て
い
る
時
で
も
、
簾
組
合
、
労
働
組
合
、

交

換

銀
行
あ
る
い
は
彼
の
不

運

な

協
同
村
に
あ
る
時
で
も
、
彼
は
ゴ
ド
ウ
イ
ン
に

ロ
バ
丨

ト

.
オ
ウ
ェ
ン
と
ウ
イ
リ
ア
ム

.
•ゴ
ド
ウ
イ
ン

(

下) 

四
三
ニ

四

0

£



, 

四

四

(
1

四
〇
八)

I

困
か
ら
身
を
起
.こ
し
た
の
で
は
'な
く
、
前

述(

五
八
巻
二
号)

.の
ま
に
、
.
両

者

の

環

境

論

お

ょ

び

教

育

論

f
f

 ̂

I

K
 

b
s 

F

f

 

r
 

I

f

 

I
 

I
 

i

 

1
 

I

i

 

v
i
l

 u
n
v
e
i
l

 A
u
l
,

I

I

s)

協
同
の
村
と
い
ぅ
オ
ウ
ヱ
ン
の
計
画
に
対
す
る
経
済
学
者
の
態
度
と
し
て
、
た
と
え
ばK

.
T
i
n
s

は
、
オ
ウ
ェ
ン
？
ノ
テ
ブ
才
ヴ

• 
ロ
ノ
ド
ノ 

タ
r

m

s

l s
B

、
力—

ド
ゥ
な
ど
と
共
に
出
席
し
、

マ
ル
サ
ス
の
人
口
論
の

立
場
か
ら
、

理
想
社
含
U

S .

理
由
“
 

m

b

。
-

f

太
、

パ
n

g

r
 

i
 r 

一
 

ノ
ー
ブ
f

ウ
ェ
ン
の
s

を
研
究
す
る
委
員
会
.に
不
承
不
承
参
加
し
た
が
、
才
ウ
ェ
ン
に
対
す
る
リ
カ
丨
ド
ウ
の
 ̂

U

、
、〗

^

ウ
^

;

^

大̂

|

す
る
疑
問
、
利
己
心

|

定
し
た
^
-の
|

|
大
に
対
す
る
疑
$

ど
で
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
経
済
学
の
i

理 

と
あ

^

れ
ぬ
才
ウ
ェ
ン
の
S

は
、
封
会
に
無
限
の
害
悪
を
も
た
ら
す
と
考
え
て
い
た
。
I

;

.
 

46
.
)

ト
レ
ン
ズ
の
オ
ウ
ェ
ン
批

提
案
は
地
力
を
増
さ
ず
純
生
産
物
を
減
少
さ
せ
る
、

協
同
村
の
生
産
物
皆
給
崖
か
外
部
と
の
商
取
引
を
す
る
の
か
不
明
で
あ
り
、
そ
の 

財
を
r

へ
f

す
る
な
ら
市
場
の
変
動
の
影
響
を
受
け
ね
ば
な
ら
ぬ
し
、
自
給
自
足
を
す
る
な
ら
、
分
業
の
利
益

I

て
て
I

む

I

大
し
,
,、
、
と
、

3
I
.
 

I

H

 

I

I

 

f
 

I

I

 

b

f

I
 

i
n

t
h

e
,

r
?

o
c

t
*

 

.

C
l

 

L. 

R
o
b
l

 

Robert 

f

I
 

I
 

the

I

I

I

 

f

tリ
カ
丨
ド
ウ
は
こ
の
論
文
に
蹵
の
意
を
表
し
て
い
る
。

彼
は
オ
ウ
ェ
ン 

ノ
^

1い
こ
ー
#

^
フ

M
人
格
を
f

し
て
し
た
力

ニ
ユ
！

ラ
ナ
-
ク
工
場
で
の
労
働
者
へ
の
廉
売
制
度
を
有
益
な
も
の
と
述
べ
た
だ
け
で
、

才

ェ 

“

m

u

対
立
し
て
ぃ
た
。(

以
上
！

っ
ぃ
て
は
、
堀

経

夫「

ォ
ゥ
ェ
ン
の『

計
画』

に
対
す
る
リ
ヵ
ァ
ド
ゥ
の
批
判」

| ?
学
^

.1!

ヒt

ョ

す

月

参

促

)

コ
ト
ウ
ィ
ン
の
置
的
功
利
主
義
を
受
け
つ
ぎ
、
全
体
の
利
益
を
強
調
す
る
オ
i

ン
と
、
ペ
ン
サ
ム
I

こ
ょ
る 

フ
ル
シ
ョ
ア
経
3
 

の̂

ば

に

1

せ
ら
^
た
い
。
リ
カ
I
ド
ウ
に
対
す
る

i

ン
の
皮
論
に
つ
い
て
は
、
特
に
松
田
璧

簡T

し
T
LI
” 

U
労
働
階
級
救
済
の
た
め
の
、

経
済
学
の
原
理
に
も
と
づ
く

'
彼
の
.提
案
す
る
社
会
構
成
に
つ
ぃ
て
の
、
リ
カ
I
ド
ゥ
あ
て
の
公
I

 

簡』
一

ノ
ー
ブ
年
を
中
、も
と
し
て

—
」
( 「

岸
本
博
土
還
暦
記
念
論
文
集

」

所
収)

を
参
照
。
 

I
宜

(

以
上
の
内
容
は
、
九

月

ニ

晋

、
関

裏

5

大
2

お
い
て
g

f
れ

た

馨

雪

I

関

東

部

会

大

含

お
い
て
発
表
さ
れ
た

。)

ル
ソ
ー「

社
会
契
約
論」

.

.
の

理
論
構
造
と
資
本
主
義(

上)

野

地

洋

行

.目

次

.

序 
'

章
..

速I

本
性
格
.
■

 

•

第
ー
.
窜
ル
ソ
ー
の
方
法

——

向
然
お
ょ
び
人
問
 

'

 

•

第

二

章

「

社
会
契
約
論」

の
理
論
構
造 

.

第
一I

一

章「

社
会
契
約
論」

と
商
品
社
会
の
論
现一

：
(

以
上
本
稿)

第

四

章

ル

ソー

亿
お
け
る〔

反」

資
本
主
義
の
論
理——

(

以
下
次
稿)

.

第
五
章
土
地
所
有
権
を
め
ぐ
る
ル
ソ
ー
の
反
鉗
建
制
とr

反」

資
本
主
義 

•

第

六

章

ル

ソ

ー
と
分
割
地
農
民
の
存
在
構
造 

•

終

窜

ケ

ネ

|

、
デ
ィ
ド
&

、
ル
ソ
1

.

序章基本性格

(

1)

ル
ソ
ー
の
思
想
の
本
質
が
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
で
あ
石
か
、
あ
る
い
は
合
理
主
義
で
あ
る
の
か
、
と
い
ぅ
宙
典
的
な
問
題
設
定
は
、
ル
ソ
ー 

体
主
義
の
源
流
か
あ
る
い
は
リ
ベ
ラ
リ
ス
、ト
な
の

.か
、
と
い
ぅ
、
政
治

.

g

問
題
設
定
と
か
な
り
道
な
り
あ
：い
な
が
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

ル
ソ
ー「

社
会
契
約
論」

の
理
論
構
造
と
资
本
主
義(

上)

 

•

 

四

五

(

一
四
〇
九

)

が
全


